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μmol photon m-2 s-1の光を 2 時間照射し、暗所で最大量子収率の回復を試みたところ、ミナミアオサでは 20、
30℃の条件下で最大量子収率の回復が見られた。一方、アナアオサは光強度 1000 μmol photon m-2 s-1の実験
区では、どの水温においても回復が見られなかった。さらに、同様の条件下で 7 日間の培養を行い、成長阻




























               審   査   の   要   旨 
  
本論文で著者は、谷津干潟におけるグリーンタイドを構成しているアオサにはミナミアオサとアナアオサの２
種あるにも関わらず圧倒的にミナミアオサが優先していることに疑問を持ち、その原因がそれらの生理特性に
あるのではないかと考え、ミナミアオサとアナアオサの呼吸速度、光補償点、光飽和点、強光ストレスからの
回復、溶存窒素の吸収特性などの各種成長パラメータおよびストレス時の活性酸素種の蓄積と活性酸素消去酵
素群の活性変動を調べ、ミナミアオサが谷津干潟の過酷なストレス環境下に適応した種であることを明らかに
した。さらに両種の谷津干潟における分布をC-S-R戦略仮説を用いて明確に説明した。これらの成果は、干潟
におけるアオサ種の消長をその生理特性から説明する、生理生態学分野における非常に質の高い研究であると
言える。さらに本研究の成果は、グリーンタイドという世界中で発生している環境問題解決の糸口となる研究
であり、当該分野の発展に大きく貢献したと評価できる。 
 
 令和 元年１０月１５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
